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夫唱婦随という言葉がある。いや夫唱婦随は古い、いまは婦唱夫随ですよ、 という

人がいるか もしれない。いずれにして もほほえましい光景である。

ところで日本の自然保護問題を振り返ってみると、その多 くは夫唱婦随な らぬ 「民

唱官随」の展開が繰り返されてきた。北海道もその例外ではない。

古 くは札幌オリンピックの恵庭岳スキー場の復元問題(1960年 代)、大雪山縦貫道路

問題(1970年 代)、知床森林伐採問題(1980年 代)な ど、みな最初に疑問点、問題点を

指摘 したのは 「民」である。それに対する 「官」の反応 はさまざまだった。恵庭岳の

場合 は広範な住民運動が広がる前に、「官」が 「民」の意見を聞いてオリンピック施設

の撤去復元の方向をうちだした。大雪縦貫道路は 「民」が大 きな世論の流れをっくり、

「官」は参りました、といって計画を取り下げて しまった。知床の場合は 「官」が一度

は伐採を強行 したが、テレビ・新聞を含む 「民」の主張をきき、「森林生態系保護地域」

という新制度をっ くって知床をその第1号 指定地 とした。 これはさらに発展 し、国立

公園の特別保護地区拡大、隣接民有地の公有化に結びっいた。

最近では、夕張岳のスキー場計画に反対する 「民」が天然記念物指定を要望 し、「官」

はスキー場を認めない方針を明 らかにするとともに、天然記念物指定を実現させた。

また江別市の大麻団地では、環境緑地保護地区に指定された鉄道林を、JRが スーパー

マーケットにするため伐採する計画をもちだ し、「民」がこれに異をとなえた。結局は

「官」が鉄道林伐採は好ましくないと表町 し、鉄道林は残 った。 これらは運動の途中で

は・いろいろあっても、過 ぎ去 ってみれば、夫唱婦随と同 じような 「ほほえま しさ」

を感 じる。

しか しながら 「ほほえなしさ」のまったく感 じられないのが、士幌高原道路である。

これは 「官」は間違いを犯さないか ら 「民」 はだまってついて こい、 とい う態度で

「民」のいうことを聞かずに、間違いを犯そうとしている。 とうとう 「民」 は自然を守

る最後の手段として、「ナキウサギ裁判」に訴えた。 この先ゆきには目がはなせない。

ところで1997年 の年が明けると、士幌高原道路計画、千歳川放水路計画の 「見直 し」

の可能性が新聞で大きく報 じられた。行政改革の流れの中で、「官」は 「官」のための

ものではな く、「民」に情報を提供 し、「民」の参加が必要、という方 向が見えは じめ

たのである。 これか らの 「民唱官随」に期待 したい。
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